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現行川棚川水系河川整備計画検証の視点と疑問点（治水）  

宮本博司 

１． 検証の視点 

・住民に説明できるか 

公共事業は住民のために行われる事業 

公共事業の財源は税金 

  ・現地データによる客観的検証 

    現地において観測、収集された雨量、流量データ、河道状況、流域状況等、現時

点における客観的データに基づく検証 

     

２． 変更検討の対象となる河川整備計画記述 

河川整備計画の目標に関する事項  

（１）洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  川棚川は、想定氾濫区域内における人口・資産の状況、県内バランス及び昭 和 23

年 9 月や昭和 31 年 8 月、昭和 42 年 7 月等の水害を考慮し、川棚川水 系河川整備基

本方針において概ね 100 年に 1 回発生する規模の降雨による流 量の安全な流下を図

ることとしています。整備計画では、優先的に石木川合流点下流を概ね 100 年に 1 回

発生する規模の降雨による流量の安全な流下を図るとともに、石木川合流点上流につ

いては、概ね 30 年に 1 回発生する降雨に よる流量の安全な流下を図ります。  

計画規模を超える洪水等における被害を軽減するため、地域住民や関係機関 との

連携の強化、河川情報の共有化の推進に努めるとともに減災型まちづくり を支援し

ます。 

 さらに、災害に強い地域づくりのため、土地利用計画との調整を行うなど、 流域と

一体となった取り組みを推進します。 

 

１）河川工事の目的、種類及び施行の場所に関する事項  

 川棚川水系河川整備基本方針に位置づけられている洪水調節施設及び河川 の整備

のうち、既設の野々川ダムに加えて、支川石木川に石木ダムを建設し、 計画規模の降

雨により発生する流量を基準地点山道 橋 （河口から約 2.1km） において

1,400m3/s から 1,130m3/s に調節します。さらに、川棚橋から 館橋までの間につい

て部分的な河道の整備を行い、山道橋において計画高水流 量 1,130m3/s の安全な流
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下を図ります。 

 

３． 想定した洪水（基本高水）をダムで貯め、河道内に押し込める治水計画への疑問 

・ダムで貯め、河道内に洪水を押し込める治水計画に対する根本的疑問はあるが、今

回はその点には言及せず、現行河川整備計画についての疑問を提示する。 

 

４．現行河川整備計画における疑問点 

①「100 年に 1 回発生する規模の降雨」の算定は妥当か 

②「100 年に 1 回発生する規模の降雨による流量」算定は妥当か 

③ 河川改修の進捗を踏まえて、河道の流下能力の算定は妥当か 

④ 石木ダム建設の費用対効果分析は妥当か 

⑤ 石木ダムによって洪水ピーク流量を増大させないか 

⑥ 気候変動を踏まえた計画見直し、流域治水への転換は先延ばしでいい

のか 

 

５．①「100 年に 1 回発生する規模の降雨」 400 ㎜/24 時間の算定は妥当か 

・治水計画策定のスタートは、計画雨量の算定。計画雨量算定がクリアで

なければ、計画全体の妥当性がなくなる。 

・川棚川流域平均雨量は、流域内雨量観測データで算定が大原則 

・現行計画 「川棚川流域内に S22～S60 年間、雨量計なかった」とし

て、佐世保雨量から推定 
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・ところが、川棚川流域内に S22～S60 年間、雨量データは存在 

・川棚川流域平均雨量を、なぜまっとうに川棚川流域内に存在する雨量デ

ータで算定しないのか。流域内に存在する雨量データで算定すれば、計

画雨量が 400mm/24 時間が変わる 

・計画雨量 400mm/24 時間が変われば、基本高水流量以下すべての数値が

変わり、石木ダムの必要性の根拠が崩れる 

・なお、「川棚川流域平均雨量＝佐世保雨量×0.94」は、統計学の観点から

回帰式として不適合 

  

・計画全体に係る計画雨量「100 年に 1 回発生する規模の降雨」

400 ㎜/24 時間の見直しが必要 

＊現行河川整備計画における疑問で本日説明できなかった項目については、次回以降に説

明させていただきたい。 
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